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私たちは「どこ」にいるか？
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• 当初は，産業界に役立つエリート人材の選抜・育成のために，①全体の底上げを図りつつ
（質保証），②エリート選抜のための実効的な入試改革を行い，③あわよくば，高校教育
と大学教育の刷新をねらう，という目的

• 結果としては，政策的な「脅し」としては機能したが，入試改革としては，うまく機能しそうにな
かった

• であるがゆえに，制度設計のボロの連続（英語民間試験，数学・国語の記述式，主体性）

• 民間事業者を公教育に導き入れる地ならしとして，ブルドーザーの役割

• 結局，当初の目論見は，すべて「各大学の個別入試」でというオチ（「大学入試のあり方に関
する検討会議」）



国家主義
道徳・規範の強化
「生き方教育」の推
進

人材選抜・育成
国と大企業を「主体的」に
担う資質・能力の育成

Society5.0に向けた教育改革って？

これまで構図に，さらに
を持ち込むもの

学習の個別化＋公教育の市場化（民営化）

新学習指導要領のもとでの市場化
将来的には民営化，学校教育の解体へ



• 「新学習指導要領において充実されたプログラミングやデータサイエンスに関する教育、統計
教育については、全ての児童生徒に基盤的学力を習得させる」

• 「初等中等教育段階においては、STEAM教育･･･を推進する」

• 「国は、･･･人材活用も含め産学連携や地域連携によるSTEAM教育の事例の構築や収集、
モデルプランの提示や全国展開を行う。また、グローバルな社会課題を題材にした、産学連携
STEAM教育コンテンツのオンライン・ライブラリーを構築する」

• 「教育現場における先端技術の活用では民間企業等との連携・協働が非常に重要であり」

経産省の報告書の基本ライン？



• 「これからの高等学校は、Society5.0 を生き抜くための力･･･を育むことが求められています」

• 「全ての高等学校において、教育理念を明確化するとともに、教育理念に基づき･･･生徒受入れに
関する方針、教育課程編成・実施に関する方針、修了認定に関する方針を定めることとする」

• （普通科の）<類型の例>

①予測不可能な社会を生き抜くため自らのキャリアをデザインする力の育成を重視するもの

②グローバルに活躍するリーダーや国内外の課題の解決に向け対応できるリーダーとしての素養の育
成を重視するもの

③サイエンスやテクノロジーの分野等において飛躍知を発見するイノベーター等としての素養の育成を
重視するもの

④地域課題の解決等を通じて体験と実践を伴った探究的な学びを重視するもの



• 教育再生実行会議の「第11次提言」が出されるより前の段階で，文科大臣が諮問





コロナ禍のなかでの全国一斉休校 （以下，Society5.0改革「急進派」）

• 突然の愚策で，日本中が，経産省の「未来の教室」事業の社会実験の場に !?
• 学校向けの事業だけではなく，学習塾等の民間教育産業の動きも



申請件数
(単位：件)

学校等教育機関数
(単位：校)

補助金申請額(概算)
(単位：百万円)

90 5,280 3,650

採択（8.28） 69件 学校数 4300（公立9割，全学校数の12％）



2020年度 「未来の教室」実証事業





GIGAスクール構想の前だおし（2020年度補正予算）

• 児童・生徒への端末配置，ネットワーク環境整備，家庭でのオンライン学習支援

今回の注目点？



「遠隔家庭学習も授業時数に」 平井デジタル改革担当相

2020年9月30日

平井卓也デジタル改革担当相は9月30日、教育新聞などのインタビューに応じ、教育分野のデジ
タル化について、登校を原則としている義務教育段階においても、「（対面学習を）補うものとして、
自宅で（遠隔）学習した分も授業時数に含まれるという可能性を第一に考えていくべきだ」と強調
した。またクラウド上のデジタル教材の使用、学習データの利活用など、個別最適な学びに向け、「デ
ータの標準化やプラットフォームの議論をこれから、われわれがしていきたい」と意欲を見せた。

平井担当相は同23日のデジタル改革関係閣僚会議の席上、コロナ危機で浮き彫りになったデジ
タル化への課題の一つとして、教育分野に言及。今回のインタビューでは、「OECDの中でも（日本
の教育の）デジタル化が遅れているのは明らか。高校や大学ではオンライン（授業）がニューノーマ
ルになっているし、ならざるを得なかったということだったと思う」と現状認識を述べた。



教育再生実行会議

• 2020年7月20日，再スタート
• テーマは，「ポストコロナ期における新たな学び」

• ねらいは，ICT＋オンライン化の推進？
• 高等教育もターゲット
• 9月入学も，中・長期的視点で議論
• 少人数学級も・・



経団連

• 「Society5.0に向けて求
められる初等中等教育改
革 第二次提言」（2020
年11月）



（以下，Society5.0改革「穏健派」）







★ 中教審「中間まとめ」における高校改革について，端的な見解はこちら

をご参照ください！ 「日本経済新聞」2020年10月26日朝刊

• 迫力欠く答申
• 制度いじりでは限界

• 高校は「通過点」
• 学びの意味と意義を！
• 高校教育の本来の目的は？

• 現状でもできることから



• 目玉①？――スクール・ミッションの再定義，３つのスクール・ポリシー（卒業認定，教育課程
の編成・実施，入学者受け入れの方針）の策定

→大学改革の「手法」のまま

→学校評価，予算配分，管理統制に使われていく怖さ

• 目玉②？――普通科改革（学際科学的な学びに重点的に取り組む学科，地域社会が抱える
課題の解決に向けた学びに重点的に取り組む学科，特色・魅力ある教育を実現すると認められる
学科）

→教育再生実行会議「第11次提言」（2019）における「類型」導入を引きずっているだけ？

• 最悪のシナリオ（→ICT化，オンライン化，STEAM化，学校と教員減らし，「N高モデル」の普
及・・）は回避？





▪全国高等学校PTA連合会・リクルートマーケティングパートナーズ

▪ 「高校生と保護者の進路に関する意識調査2019」
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「ICT技術を活用し，一人ひとりが最適な学習内容と進度で学べるようになる」

期待できる 不安はあるが期待が大きい 期待はあるが不安が大きい 不安である





ご清聴，ありがとうございました

komikawa@hosei.ac.jp


